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204,205,206

指定・登録・埋蔵文化財分布図
（市指定建造文化財は除く）

　分類 番号 名　　　　称 種類 ・ 規模等

記   念   物 1 梨久保遺跡 縄文時代 

有形文化財

2 顔面把手付深鉢形土器 縄文時代 

3 中央印刷株式会社　社屋 明冶 43 年 

4 旧渡辺家住宅 

5 木造阿弥陀如来坐像 

6 蚕糸資料コレクション 繰糸器械類等 192 種、 442 点 

7

木造拝滝不動尊坐像 享和 2 年 (1802 年 ) 

木造大日如来坐像 （全剛界 ) 正徳 3 年 (1713 年 ) 

木造大日如来坐像 （胎蔵界 ) 明応 3 年 (1494 年 ) 

厨子入木造千手観音 ・ 不動明王 ・ 多聞天立像 

木造弘法大師坐像 

木造仁王立像 ( 阿 ・ 吽 ) 

五点阿字軸 文化 4 年 (1807 年 ) 

大日如来軸 文化 4 年 (1807 年 ) 

木造興教大師坐像 室町時代 

石造佉羅陀山地蔵菩薩坐像 文政 10 年 (1827 年 ) 

8
木造聖観音立像 

木造毘沙門天立像 室町時代 

9

木造十一面観音坐像 永正 3 年 (1506 年 ) 

木造賓頭盧尊者坐像 室町時代 

観音堂の鰐口 明応 5 年 (1496 年 )

10

木造大日如来坐像 ( 全剛界 ) 

木造不動明王坐像 

十六善神図幅 室町時代　絵画 

木造清涼大師坐像 江戸前期 

石造釈迦三尊仏 慶応 4 年 (1868 年 ) 

石造西国三十三所観音 慶応 4 年 (1868 年 ) 

11

木造大日如来坐像 ( 全剛界 ) 

木造十一面観音立像 

木造日光菩薩立像 室町時代 

木造月光菩薩立像 室町時代 

12 木造聖観音坐像 江戸初期 

13 木造大日如来坐像 室町時代 

14 木造阿弥陀如来立像 江戸初期 

15 木造阿弥陀如来坐像 室町時代 

16
木造十一面観音坐像 江戸初期 

昌福寺の武田勝頼安堵状 古文書類 

17

木造吉祥天女坐像 享和 2 年 (1802 年 ) 

九字の宝号軸 文化 4 年 (1807 年 ) 

諸仏の軸 文化 4 年 (1807 年 ) 

御岳座王大権現軸 享和 2 年 (1802 年 ) 

不動明王付属文書不動宮殿勧化帳 天保 2 年 (1831 年 ) 

18

木造大黒天坐像 享和 2 年 (1802 年 ) 

木造阿弥陀如来坐像 文化 3 年頃 (1806 年 ) 

木造西宮大神宮恵比須坐像 文化 3 年頃 (1806 年 ) 

米寿の軸 文化 2 年 (1805 年 ) 

丸心の軸 文化 3 年頃 (1806 年 ) 

年徳の軸 文化 2 年 (1805 年 ) 

御廻国中御宿控帳 文政年間 

通力自在不動明王石碑付属文書 通力自在不動明王建立扣 享和元年 (1801 年 ) 

19 木造地蔵菩薩立像 享和 2 年頃 (1802 年 ) 

20
木造南無大師遍照金剛坐像 文化 3 年頃 (1806 年 ) 

大峯三社大権現軸 享和 2 年 (1802 年 ) 

21 木造文珠菩薩坐像 文化 3 年頃 (1806 年 ) 

22 木造南無大師遍照金剛坐像 享和 2 年 (1802 年 ) 

23 木造拝滝不動明王坐像 文化 3 年頃 (1806 年 ) 

24 木造薬師如来坐像 文化 3 年 (1806 年 ) 

25 木造大日如来坐像 文化 3 年 (1806 年 ) 

6
名号軸 文化 3 年 (1806 年 ) 

年徳軸 文化 4 年 (1807 年 ) 

27 五智如来軸 文化 4 年 (1807 年 ) 

28 三社大権現軸 文化 4 年 (1807 年 ) 

29 名号軸 文化 4 年 (1807 年 ) 

30 通力自在不動明王石碑 享和元年 (1801 年 ) 

31 三点具足阿字軸 文化 4 年 (1807 年 ) 

32 諸神の軸 文化 4 年 (1807 年 ) 

33 木造賓頭盧尊者坐像 文化 4 年 (1807 年 ) 

33 賓頭盧尊者像付属文書賓頭盧尊者様建立入用帳 文化 4 年 (1807 年 ) 

34 宗平寺跡の板碑 

35 永田徳本の籃塔 

36 沢の石幢 承応 4 年 (1655 年 ) 

37 尼堂墓地の石幢 寛文 4 年 (1664 年 ) 

38 花岡公園の石灯籠 元冶元年 (1864 年 ) 

39 小田井の鉦鼓 文化 4 年 (1807 年 ) 

40 新倉薬師堂の鉦鼓 寛延 2 年 (1749 年 ) 

41 高島藩寛文五年宗門御改帳 ・ 宗門五人組帳 ・ 人別帳 寛文 5 年 (1665 年 ) 

有形文化財

42

今井家住宅 （今井御小休本陣） 板蔵 江戸時代中期　木造平屋建、 茅葺

今井家住宅 （今井御小休本陣） 井戸 石積深さ６ｍ　木造上屋付　

今井家住宅 （今井御小休本陣） 表門 木造薬医門、 鉄板葺　

今井家住宅 （今井御小休本陣） 木蔵 土蔵造２階建、 鉄板葺、 真壁造、 切妻造の屋根

今井家住宅 （今井御小休本陣） 木小屋  木造平屋建、 鉄板葺　 

今井家住宅 （今井御小休本陣） 米蔵 土蔵造２階建、 鉄平石葺、 切妻造、 置屋根形式

今井家住宅 （今井御小休本陣） 主屋 木造平屋建、 鉄板葺、 本棟造　

今井家住宅 （今井御小休本陣） 水車小屋 木造２階建、 鉄板葺、 板壁、 切妻造

今井家住宅 （今井御小休本陣） 中門 木造薬医門、 銅板葺　

今井家住宅 （今井御小休本陣） 文庫蔵 土蔵造２階建、 鉄平石葺、 切妻造、 置屋根形式

今井家住宅 （今井御小休本陣） 屋敷神  木造平屋建、 鉄板葺　 

43

片倉家住宅主屋 18 世紀中頃　木造平屋建、 茅葺

片倉家住宅西の蔵 木造土蔵造２階建、 鉄平石葺　

片倉家住宅文庫蔵 木造土蔵造３階建、 鉄板葺、 置屋根形式　

片倉家住宅味噌蔵 木造土蔵造２階建、 鉄平石葺　

片倉家住宅南の蔵 木造土蔵造２階建、 鉄平石葺 

44 旧林家住宅 

史跡天然記念物

46 今井家のカキノキ

47 コウモリ塚古墳 

48 三沢一里塚 

49 花岡城跡 

50 高尾城跡 

51 スクモ塚古墳 

52 広畑遺跡 

53 岡屋遺跡 

54 唐櫃石古墳 ・ 岡谷唐櫃石古墳ヒカリゴケ

55 姥ヶ懐古墳 

56 横川山の割り石と泣き石伝説

57 川岸天竜河畔諏訪明神入諏伝説の地

58

小坂観音院柏槙の大樹 

小坂観音院寺叢 

小坂観音院ブッポウソウ繁殖地 

59 神の木 

60 昌福寺の枝垂桜の大樹 

61 出早雄小荻神社の社叢 

62 小口賀茂神社のアオナシ 

63 今井家のカツラ 

64 毘沙門堂のスギ 

65
駒沢諏訪社のサワラ 

駒沢諏訪社のケンポナシ 

66 小坂中村地籍のシダレザクラ 

67 船魂社のシダレザクラ 

68 鎮社のサワラ 

69 新倉十五社のケンポナシ 

70 小井川賀茂神社のハリギリ 

71 育恩堂のシダレザクラ

埋蔵文化財包蔵地

72 六地在家 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代

73 追鶴沢 縄文時代

74 大ノ田Ⅰ 縄文時代

75 横畝 弥生時代

76 地替 弥生時代

77 高天原 縄文時代、 弥生時代

78 中ノ沢 縄文時代

79 沢入 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代

80 原沢 縄文時代、 古墳時代

81 昌福寺裏 縄文時代

82 堂山 縄文時代

83 峯畑 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代、 中世

84 毘沙門堂下 縄文時代

85 後田原 縄文時代、 弥生時代

86 新倉長塚 縄文時代

87 長塚 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代、 平安時代

88 鮎沢大塚 縄文時代

89 松加保 縄文時代

90 上垣外 先土器時代、 縄文時代、 弥生時代

91 小洞日影 古墳時代

92 マミノオ 縄文時代

93 妙王池 古墳時代

94 広畑 縄文時代、 弥生時代

95 西除入 縄文時代、 平安時代

96 鬼戸 古墳時代

97 塚の山古墳 古墳時代

98 一ノ沢 縄文時代

99 岡屋 （おかのや） 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代

100 宮の上 縄文時代

101 熊野神社境内 縄文時代

102 荒神塚古墳 古墳時代

103 志平 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代、 平安時代

104 追平 縄文時代

105 沖ノ沢 縄文時代、 古墳時代、 平安時代

106 栃久保 縄文時代

107 経塚 縄文時代、 古墳時代、 平安時代

108 洩矢 縄文時代、 古墳時代、 平安時代

109 橋原 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代

110 須ヶ平 縄文時代、 古墳時代

文化財等一覧表



32

計
画
の
推
進
方
策

基
本
方
針

景
観
形
成
の
理
念
と
目
標

景
観
特
性
と
課
題

岡
谷
市
の
概
況

は
じ
め
に

33

計
画
の
推
進
方
策

基
本
方
針

景
観
形
成
の
理
念
と
目
標

景
観
特
性
と
課
題

岡
谷
市
の
概
況

は
じ
め
に

埋蔵文化財包蔵地

111 須ヶ平糠塚古墳 古墳時代

112 城日向 古墳時代、 中世

113 白浪神社古墳 古墳時代

114 八重場沢 縄文時代

115 霊湊山 縄文時代

116 久保寺古墳 古墳時代

117 大塚古墳 古墳時代

118 小田井 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代、 中世

119 小手場沢 弥生時代、 古墳時代

120 満田沖 縄文時代

121 満田台 弥生時代、 古墳時代

122 神場木 古墳時代、 中世

123 小坂糠塚古墳 古墳時代

124 日影古墳 古墳時代

125 観音山 縄文時代

126 御頭屋敷 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代、 中世

127 矢垂 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代

128 小坂上垣外 縄文時代

129 烏帽子石古墳 古墳時代

130 円道久保 古墳時代

131 大林古墳 古墳時代

132 花上寺 縄文時代、 古墳時代、 平安時代、 中世

133 安沢 縄文時代

134 平山 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代

135 新井北 縄文時代、 古墳時代、 平安時代、 中世

136 新井南 縄文時代、 古墳時代、 平安時代、 中世

137 狐穴 縄文時代

138 樋沢 縄文時代

139 樋沢岩垂 縄文時代

140 樋沢清水 縄文時代

141 樋沢松田 縄文時代

142 大久保 弥生時代

143 若宮古墳 古墳時代

144 横道 弥生時代

145 岡谷丸山 縄文時代、 弥生時代

146 海戸 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代、 平安

147 清水権現 弥生時代

148 杏林製薬工場内 弥生時代

149 釜口 弥生時代

150 下浜 縄文時代

151 弁天島 縄文時代

152 天王垣外 弥生時代

153 新屋敷長塚 縄文時代、 古墳時代

154 間下丸山 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代

155 小部沢 縄文時代

156 月見ヶ丘 縄文時代

157 滝ノ沢 縄文時代

158 下り林 縄文時代

159 中谷原頭 縄文時代

160 立正閣上 縄文時代

161 ウツギ 縄文時代

162 化木 縄文時代

163 間下山の神 古墳時代

164 堤上 縄文時代

165 市営球場南 縄文時代、 平安時代

166 西林 縄文時代

167 神明町 縄文時代

168 丸戸 縄文時代、 古墳時代

169 牛平 縄文時代、 古墳時代

170 今井十五社境内 縄文時代、 古墳時代

171 柳悔途 縄文時代

172 中島 縄文時代、 弥生時代

173 深沢

174 膳棚

175 今井丸山古墳 古墳時代

176 唐松林古墳 古墳時代

177 タワラコロビ古墳 古墳時代

178 長者の蔵古墳 古墳時代

179 大日向 古墳時代

180 上向 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代

181 地獄沢 縄文時代、 古墳時代

182 地獄沢古墳 古墳時代

183 今井山ノ神 縄文時代、 古墳時代

184 扇平 縄文時代、 古墳時代

185 扇平古墳 古墳時代

186 長久保 先土器時代

187 山ノ神古墳 古墳時代

188 高尾城址 中世

189 花岡城址 中世

190 上ノ原 縄文時代

191 上屋敷 縄文時代

192 丸山辻 縄文時代

193 塚屋古墳 古墳時代

194 梨久保 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代、 中世

195 火燈古墳 古墳時代

196 清水田 縄文時代、 古墳時代、 平安時代

197 小坂城址 中世

198 古塚古墳 古墳時代

埋蔵文化財包蔵地

199 目切 縄文時代、 平安時代

200 千草原 縄文時代、 古墳時代

201 常現寺長久保Ⅰ 縄文時代

202 豊太郎垣外 縄文時代

203 権現堂 縄文時代

204 榎垣外 縄文時代、 奈良時代、 平安時代

205 榎垣外 弥生時代、 奈良時代、 平安時代、 中世

206 榎垣外 縄文時代、 奈良時代、 平安時代

207 椚平 平安時代

208 東町田中 弥生時代

209 尼堂 縄文時代

210 阿原神田 縄文時代、 弥生時代

211 清水池 縄文時代、 弥生時代

212 堀ノ内 縄文時代

213 土器免 弥生時代

214 紺屋垣外 縄文時代、 弥生時代

215 弥惣垣外 弥生時代

216 庄ノ畑 縄文時代、 弥生時代

217 太ノ田Ⅱ 縄文時代

218 桑木畑 縄文時代

219 梨平 縄文時代

220 唐傘平 縄文時代

221 能登舟 古墳時代

222 中島 縄文時代

223 出頭 縄文時代、 古墳時代

224 出の洞 縄文時代

225 禅海塚 縄文時代、 平安時代

226 郷田 縄文時代、 古墳時代

227 横道上 縄文時代

228 間下権現沢 縄文時代

229 長原 縄文時代

230 今井大洞 縄文時代

231 横川山 縄文時代

232 常現寺沢Ⅱ 縄文時代

233 大曲 縄文時代

234 間下化木 縄文時代

235 出の洞 縄文時代、 弥生時代

236 峯堂 弥生時代

237 下屋敷 縄文時代

238 中尾 縄文時代

239 西垣外 弥生時代、 平安時代

240 神明平 縄文時代、 平安時代

241 横川山樽沢 縄文時代

242 安沢Ⅱ 縄文時代

243 斧磨 縄文時代

244 牛平北 縄文時代

245 中島Ｂ 先土器時代、 縄文時代

246 膳棚Ｂ 縄文時代

247 大久保Ｂ 縄文時代、 平安時代

248 狐穴日向 弥生時代

249 老婆久保 弥生時代

250 越道 平安時代

251 宮久保 平安時代

252 小玉石 平安時代

253 若宮 平安時代

254 井揚 弥生時代

255 井揚汐下 縄文時代

256 安沢Ⅲ 縄文時代

257 峰の畑城址居館跡 中世

258 小洞狐久保 縄文時代

259 日向畑 平安時代

260 タラノ木 平安時代

261 五斗畑 縄文時代

262 外畝 縄文時代

263 北海戸 縄文時代

264 神坐 縄文時代

265 峰の畑城址 中世

266 清水田古墳 古墳時代

267 雀海戸 縄文時代

唐櫃石古墳

姥ヶ懐古墳

コウモリ塚古墳

スクモ塚古墳

三沢一里塚

広畑遺跡

岡屋遺跡

荒神塚古墳

唐櫃石古墳

姥ヶ懐古墳

コウモリ塚古墳

スクモ塚古墳

花岡城址花岡城址

三沢一里塚

広畑遺跡

高尾城址高尾城址

岡屋遺跡

荒神塚古墳

旧御小休所（今井家住宅）
旧今井穀留番所 中村の舞台跡

旧渡辺家住宅

武井家住宅

びったら橋跡

旧御小休所（今井家住宅）
旧今井穀留番所 中村の舞台跡

旧渡辺家住宅

武井家住宅

びったら橋跡

中島遺跡

上向遺跡

扇平遺跡

梨久保遺跡

小萩神社跡

東堀一里塚跡

鎮社の石像物群

榎垣外遺跡の官衙跡

石像物群

尼堂墓地と永田徳本の墓

武井五兵衛彰徳碑

大墓の石像物群

小坂糠塚古墳
高間の石像物群

花上寺遺跡

間下二十三夜の辻の石像物群

宗平寺跡

小井川一里塚

宮坂金吾の供養塔

小口汐と小口玄順の墓
若宮八幡社跡

浜天満宮

長塚墓地の石像物群

成田町の石像物群

御倉小路舟付場跡

天竜公園と釜口水門

海戸遺跡

堂庵墓地

浜南宮跡

山の神の石像物群

堂山の石像物群

御社宮司社の石像物群

堂前の石像物群

大丸山の石像物群

残の洞の石像物群

林の窪の石像物群

橋原遺跡

深沢駅の碑

御嶽社横の石造物群

天狗社の石造物群

丸山の辻の石造物群

後田原遺跡

沢の学校屋敷の筆塚

長塚遺跡 沢の石造物群
小野道益・玄晏の墓

秋桜子,高浜虚子,中西悟堂の歌碑

中島遺跡

上向遺跡

扇平遺跡

梨久保遺跡

小萩神社跡

東堀一里塚跡

鎮社の石像物群

榎垣外遺跡の官衙跡

石像物群

尼堂墓地と永田徳本の墓

武井五兵衛彰徳碑

大墓の石像物群

小坂糠塚古墳
高間の石像物群

小坂城址小坂城址

花上寺遺跡

間下二十三夜の辻の石像物群

宗平寺跡

小井川一里塚

宮坂金吾の供養塔

小口汐と小口玄順の墓
若宮八幡社跡

浜天満宮

長塚墓地の石像物群

新屋敷会館横の石像物群新屋敷会館横の石像物群

天王垣外遺跡天王垣外遺跡

成田町の石像物群

御倉小路舟付場跡

天竜公園と釜口水門

海戸遺跡

堂庵墓地

浜南宮跡

山の神の石像物群

堂山の石像物群

峰の畑城址峰の畑城址

峰の畑城居館跡峰の畑城居館跡

御社宮司社の石像物群

堂前の石像物群

大丸山の石像物群

残の洞の石像物群

林の窪の石像物群

橋原遺跡

深沢駅の碑

御嶽社横の石造物群

天狗社の石造物群

丸山の辻の石造物群

後田原遺跡

沢の学校屋敷の筆塚

長塚遺跡 沢の石造物群
小野道益・玄晏の墓

秋桜子,高浜虚子,中西悟堂の歌碑

駒沢新田と石造物群駒沢新田と石造物群

高見弘安墓碑高見弘安墓碑

古墳・遺跡・石碑

その他

史跡等

古墳・遺跡

石碑・石像
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神社

寺院

（市指定文化財を含む）

歴史的
建造物

真秀寺

常福寺

平福寺

広円寺

久保寺

真福寺

照光寺

立正閣

敬念寺
本正寺本正寺

昌福寺

今井観音堂
中村薬師堂 中屋不動堂

出早雄小萩神社

今井十五社神社　　　

東堀正八幡宮

間下十五社神社

小井川賀茂神社　　　　　

小口薬師堂

西堀八幡宮小口賀茂神社　　　

新屋敷津島神社

天王森津島神社

招魂社

岡谷十五社神社 小尾口・新屋敷津島神社
岡谷成田山蓮華不動院

上下浜御社宮司神社
熊野神社

洩矢神社

日吉社

鉾持社

船魂社

小坂鎮守
鮎沢諏訪社

駒沢諏訪社

新倉毘沙門堂

新倉観音堂

新倉薬師堂

鮎沢薬師堂

新倉十五社

駒沢浅間社

龍光山観音院龍光山観音院

石船観音堂

小井川観音堂，だるま堂

弁天社

白波社

橋原観音院

橋原薬師堂

神社・寺院

小部沢神社（岡屋牧）小部沢神社（岡屋牧）

岡谷湖畔公園岡谷湖畔公園

鳥居平やまびこ公園

塩嶺御野立公園

小井川宗平寺公園

清水公園

花岡公園

湊湖畔公園湊湖畔公園

小坂公園

今井西公園

神明公園

蚕糸公園

小井川宗平寺公園

清水公園

鶴峯公園

成田公園成田公園

湖畔公園湖畔公園

間下つつみ公園

高架下公園

市営岡谷球場

塩嶺御野立公園森林植物園
岡谷市民塩嶺グリーンスポーツ施設

岡谷市やまびこ国際スケートセンター

今井西広場

市営射撃場

川岸市民スポーツ広場　　　　　

岡谷市民湖畔広場　　　　　　　

目切公園

八倉沢公園八倉沢公園

目切公園

田中小学校

神明小学校

小井川小学校　　　　　

西部中学校　　西部中学校　　

川岸小学校川岸小学校

岡谷小学校岡谷小学校

神明小学校

北部中学校

長地小学校

東部中学校

小井川小学校　　　　　

田中小学校

湊小学校湊小学校

北部中学校

上ノ原小学校　　

津島社の欅

常現寺沢公園

欅の巨木・モミの木（天狗社）欅の巨木・モミの木（天狗社）

常現寺沢公園

津島社の欅

イタヤカエデ・エゾエノキ(八幡社)イタヤカエデ・エゾエノキ(八幡社)

浦野太郎神社の欅

鳥居平やまびこ公園

塩嶺御野立公園

花岡公園

小坂公園

今井西公園

神明公園

蚕糸公園

出早公園

鶴峯公園

間下つつみ公園

高架下公園

市営岡谷球場

塩嶺御野立公園森林植物園
岡谷市民塩嶺グリーンスポーツ施設

岡谷市やまびこ国際スケートセンター

今井西広場

市営射撃場

川岸市民スポーツ広場　　　　　

岡谷市民湖畔広場　　　　　　　

北部中学校

長地小学校

東部中学校

北部中学校

上ノ原小学校　　

小坂観音院柏槙の大樹

小坂観音院寺叢
小坂観音院ブッポウソウ繁殖地

小坂中村地籍のシダレザクラ

船魂社のシダレザクラ

昌福寺の枝垂桜の大樹

駒沢諏訪社のケンポナシ
駒沢諏訪社のサワラ

毘沙門堂のスギ　　　

出早雄小萩神社の社叢

今井家のカツラ
鎮社のサワラ

育恩堂のシダレザクラ

新倉十五社のケンポナシ

小井川賀茂神社のハリギリ

小口賀茂神社のアオナシ柊の大樹

神の木(ケヤキ)

鳥居平やまびこ公園

塩嶺御野立公園

花岡公園

小坂公園

今井西公園

神明公園

蚕糸公園

図書館図書館

市役所市役所
カノラホールカノラホール

出早公園 岡谷唐櫃石古墳ヒカリゴケ岡谷唐櫃石古墳ヒカリゴケ

鶴峯公園

間下つつみ公園

高架下公園

市営岡谷球場

塩嶺御野立公園森林植物園
岡谷市民塩嶺グリーンスポーツ施設

岡谷市やまびこ国際スケートセンター

今井西広場

市営射撃場

川岸市民スポーツ広場　　　　　

岡谷市民湖畔広場　　　　　　　

市民総合体育館市民総合体育館

北部中学校

長地小学校

東部中学校

南部中学校南部中学校

上ノ原小学校　　

小坂観音院柏槙の大樹

小坂観音院寺叢
小坂観音院ブッポウソウ繁殖地

小坂中村地籍のシダレザクラ

船魂社のシダレザクラ

昌福寺の枝垂桜の大樹

駒沢諏訪社のケンポナシ
駒沢諏訪社のサワラ

毘沙門堂のスギ　　　

出早雄小萩神社の社叢

今井家のカツラ

育恩堂のシダレザクラ

小井川賀茂神社のハリギリ

小口賀茂神社のアオナシ柊の大樹

神の木(ケヤキ)

鎮社のサワラ

新倉十五社のケンポナシ

今井家のカキノキ今井家のカキノキ

浦野太郎神社の欅

緑地・天然記念物

天然記念物

都市公園

公共緑地
都市公園

公共空間
河川

拠点施設

小中学校
グラウンド

近隣公園

都市緑地

その他景観樹
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⑩
鶴
峯
公
園

⑨
照
光
寺
蚕
霊
供
養
塔

⑪
成
田
公
園

②
旧
片
倉
組
本
部
事
務
所

①
旧
林
家
住
宅

③
旧
山
一
林
製
糸
事
務
所
守
衛
所

③
旧
山
一
林
製
糸
事
務
所

⑥
丸
山
タ
ン
ク

⑦
金
上
繭
倉
庫

⑬
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
所
蔵
資
料

④
旧
岡
谷
市
役
所
庁
舎

⑮
新
増
沢
工
場
所
蔵
機
械

⑤
旧
山
上
宮
坂
製
糸
所
事
務
所
・

工
場
棟
・
再
繰
工
場
棟
・
居
宅

⑧
岡
谷
上
水
道
集
水
溝

⑫
丸
中
宮
坂
製
糸
所
繭
倉

⑭
農
業
生
物
資
源
研
究
所
所
蔵
器
械
類

⑩

②

⑪

①

⑨

⑦
③

⑥

⑬

④

⑮

⑭

⑤

⑧

⑫
近
代
化
産
業
遺
産
分
布
図

岡谷市内の近代化産業遺産　１５箇所一覧表

　　概　　　要 所有者等情報

名　称 見　学
内訳

所在地
企業・団体・
個人名

あらまし

不動産 ・ 動産

1 旧林家住宅

見学可 
おとな５５０円 , こども
２５０円 , 
団体１０人以上おとな
３５０円、 こども１００円

旧林家住宅（主
屋、 離れ、 洋
館、 内蔵 ・ 穀
倉 ・ 及び味噌
蔵、外蔵（繭蔵）

 
　岡谷市御倉町

岡谷市

明治 11 年に創業した一山カ林製糸所の初代林国蔵の旧住宅。 明治 30
年代に建てられ、 40 年秋にほぼ完成した。 林国蔵は開明社の年番社長
をつとめ、 生糸の品質管理システムを構築し、 日本の製糸業発展の基を
築く。 住宅は主屋と離れの座敷、 茶室、 洋館にわかれ、 主屋の南側に
は繭倉庫の形式をとどめる土蔵が並ぶ。 西洋装飾の芸術、 「幻の金唐
紙」 と呼ばれる壁紙が張り巡らされている和室や欄間彫刻の希少価値は
高い。

2 旧片倉組本部事務所
見学は外観のみ可、 事
務所に許可必要

旧片倉組本部
事務所

　 
　岡谷市川岸

中央印刷 
株式会社

明治４３年に建築された片倉組の事務所。 本社が東京に移転をした後も
本部事務所として初代、二代兼太郎の活躍の拠点となる。 木造二階建て、
瓦葺き （現在は銅版葺きに改修） で一階内部の洋風玄関、 事務所はそ
のままの姿を残し、 二階には和風の大広間を持つ。 明治時代に造られた
レンガ造りの数少ない製糸工場事務所として貴重であり、 現在は中央印
刷 （株） の事務所として活用されている。

3
旧山一林組製糸事務所 ・
守衛所

見学は外観のみ可能、
火 ・ 土 ・ 日には１６時ま
で絹工房見学の機織は
可

旧山一林組製
糸事務所 ・ 守
衛所 （岡谷絹
工房）

　岡谷市中央町 岡谷市

明治１２年に創業した山一林組の事務所。 建築は大正 10 年。 二階建て
で桟瓦葺きで、 二階軒に切妻破風を付け、 壁は煉瓦タイル張り。 一階は
広い事務所と応接室、 宿直室、 二階は座敷と広い講堂があり、 上げ窓
を規則的に設けているので室内は明るく開放的。 現在は、 岡谷絹工房と
して活用されている。

4 旧岡谷市役所庁舎
見学は外観のみ可 , 内
部は消防庁舎として常
時、 使われている

旧岡谷市役所
庁舎

 
　岡谷市幸町

岡谷市

製糸家の尾澤福太郎が岡谷市制施行を記念して寄贈した庁舎。 昭和１１
年の建築で、 鉄筋コンクリート造りタイル貼り二階建てで、 一階は、 カウ
ンターがめぐる庁舎の姿をほぼ残し、 二階の貴賓室、 市長室などはその
まま現存する。 62 年まで市役所として使用され、 現在は消防庁舎として
使用されている。

5 旧山上宮坂製糸所 見学不可

旧山上宮坂製
糸所事務所 ・
工場棟 ・ 再繰
工場棟 ・ 居宅

 
　岡谷市加茂町

宮坂崇弘

創業は明治７年、 ざぐり製糸にはじまり、 大正～昭和の全盛期と戦後の
復活期に中規模の製糸工場として発展した。 昭和３１年に閉鎖された後
は、 製糸機械メーカーなどの工場に転用され現在に至る。 居宅は明治
２６～２７年頃、 事務所は昭和２年の建築。

6 丸山タンク
見学は数人以内の人数
なら外観のみ可。 階段、
作物に気をつけること。

丸山タンク 　岡谷市中央町 岡谷総郷

大正３年に市内間下南側の塚間川の西方一帯の製糸工場への給水のた
めに建設された。 天竜川付近にポンプを設置し、 導管により水を揚げた。
現在は、 丸山と呼ばれる丘の上に外径１２ｍ、 ７．３ｍ、 ３．１ｍの三重円
筒型 （壁の厚さ約６１ｃｍ） の巨大な円筒形のレンガ積が残されている。

7 （株） 金上繭倉庫
見学可 （外観のみ） （株） 金上繭倉

庫
　岡谷市本町

株式会社　 
金上

岡谷に残る数少ない繭倉庫。 建築年代は大正以前の古いもので、 明治
期と推定される。 木造三階建、 鉄板葺。 入口の土戸が大きく、 土蔵の延
長としての特徴がある。 繭倉は、 現在、 金上 （株） の倉庫として使用さ
れている。

8 旧岡谷上水道集水溝
見学可 （外観のみ） 旧岡谷上水道

集水溝
 
　岡谷市山手町

宗教法人　 
十五社

岡谷の製糸業が最盛期を迎え、 飲料水や工業用水の需要が増えると上
下水道建設の要望が高まった。 そこで昭和２年塩嶺山麓の滝ノ沢に集水
溝、導入菅、受水槽、分水槽が造られ、翌３年に給水が開始された。 人々
の生活を支えた集水溝跡として保存がされている。

9
蚕霊供養塔 
（照光寺）

見学可 （外観のみ） 
照光寺に許可を得ること

蚕霊供養塔（照
光寺）

 
　岡谷市本町

照光寺

岡谷の製糸業関係者が、 蚕糸業の発展を祈念するために昭和９年に照
光寺に建立した供養塔。 高さは約１３．２ｍで二重の堂塔建築様式。 当初
は木造銅葺であったが後で改修されている。基壇積石は約４．６ｍ四方で、
高さ約１．６ｍの美濃石を用いている。

10 鶴峯公園
常時、 見学可 
５月中旬頃はつつじ祭り
を行っている。

鶴峯公園 　岡谷市川岸上 岡谷市
昭和４年に二代片倉兼太郎がこの地に初代兼太郎の銅像を建設し、 公
園化され、 昭和１１年に旧川岸村に寄贈された。 ツツジが植えられ整備さ
れ、 現在では、 中部日本有数のツツジの名所として知られている。

11 成田公園
４月桜の咲く季節の見
学が良い。 常時、 見学
可

成田公園
 
　岡谷市成田町

岡谷市

大正６年、 昭和天皇の立太子の記念に造られる。 製糸工場の従業員の
慰安の地としても利用された。 製糸業発展に大きく貢献した黒沢鷹治郎
の銅像がある。 かつての製糸全盛の工場地帯に思いを馳せることができ
る。

12 丸中宮坂製糸所 （繭倉）

繭倉は外観のみ見学
可、 ただし、 会社の許
可が必要、 繰り糸の実
際の見学は社長に用談
下さい。

丸中宮坂製糸
所 （繭倉庫）

 
　岡谷市銀座 

株式会社 
宮坂製糸
所

昭和３年に創業し、 今もなお諏訪式繰糸機を使った繰糸作業で操業する
製糸工場。 繭倉が近代化産業遺産に認定された。

13
市立岡谷蚕糸博物館所蔵
資料

常時見学可、 
月曜 ・ 祝日の翌日、 年
末年始以外は入館料お
とな３５０円、 こども１５０
円、 団体１０人以上おと
な２５０円、 こども１００
円

「蚕糸資料コ
レクション４４２
点」 等

 
　岡谷市本町

岡谷市

日本の製糸業近代化を担った歴史と精神を伝える製糸経営資料、 写真
資料や岡谷市鳥瞰図など４０，０００点を超える資料を収蔵しその一部を展
示している。 長野県宝に指定されている４４２点等の製糸関係資料が近
代化産業遺産に認定された。

14

旧蚕糸試験場 （現農業生
物資源研究所） 所蔵 機械
類

見学は相談のうえ 多条繰糸機等
 
　岡谷市郷田

独立行政
法人農業
生物資源
研究所

昭和２２年、 農林省により蚕糸試験場岡谷製糸試験所が岡谷に設けられ
た。 製糸技術の研究と新しい蚕品種育成のため繭質判定用繰糸試験が
行われ、日本における製糸技術研究の重要な拠点となった。 車庫、門柱、
宿舎などにわずかに創立 j 時の面影が残されている。 製糸機械類のうち
多条繰糸機等が近代化産業遺産に認定された。

15
新増沢工業株式会社所蔵 
機械

外観のみ見学可 横フライス盤
 
　岡谷市加茂町

新増沢工
業株式会
社

前身は、 多条繰糸機全盛時代に事業を展開した増沢工業。 現在、 日本
に残る数少ない製糸機械メーカーとして操業中。 製糸機械類をつくる機械
の横フライス盤が近代化産業遺産に認定された。

２００７( 平成１９） 年１１月３０日　経済産業省認定
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第２章	 景観特性と課題
１．	 景観資源の把握
　岡谷市は、湖と四季を彩る山々に囲まれた自然景観、山々から見渡せる眺望景観、寺社など

に加えシルク岡谷の時代の近代化産業遺産などの歴史・文化的景観、中山道、鎌倉街道などの

沿道の景観、諏訪湖、天竜川などの水辺景観など、様々な景観資源を有しています。これらの

多様な景観資源を抽出し、以下の通り要素別に整理します。

①自然の景観
■緑地

　・山岳、森林

　・山麓、里山

　・田園、農地

　・公園、並木

　・社寺林、景観樹

■水辺

　・湖沼

　・河川

②歴史、文化の景観（景色として現存する場所）
■史跡

　・古墳、遺跡、城址

■歴史的街並み

　・旧街道沿いの街並み

■歴史的建造物

　・神社、寺院

　・近代化産業遺産

　・その他

③市街地の景観
■旧市街地

　・商業地

　・住宅地、集落地

■新市街地

　・新興住宅地

　・工業地

　・インター、バイパス周辺

④施設の景観
■交通基盤施設

　・鉄道、駅

　・道路

　・橋

■拠点施設

　・公共、文化施設

⑤生活景、産業景のつくる景観
■生活景

　・風物詩、伝統行事、市民の自主的な活動

■産業景

　・工業、農業、漁業

⑥主要な視点場からの眺望景観
■高台からの眺望景観

■諏訪湖及び湖畔からの眺望景観

■市街地の視点場からの眺望景観

■眺望路（ビューコリドー）

２．	 景観特性

（１）	 要素別景観特性

①自然の景観
　岡谷市は都市計画区域 79.19 ｋ㎡のうち都市的土地利用は 20.4％で、残りの 79.6％

は自然的土地利用となっており、そのうち約７割を山林が占め、豊かな自然に囲まれて

います。諏訪湖、天竜川沿いの平坦地に市街地が形成され、自然地形がつくる空間構造

が、ほぼそのまま都市構造となっています。特に、諏訪湖を東南方向に有することが景

観特性に大きな影響を与えています。

　市街地ほとんどの場所から諏訪湖を前景に八ヶ岳を見ることができ、川岸山地と湊西

山にはさまれた天竜川がつくる谷あいの景色が、岡谷市の「自然景観の特性」といえます。
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ア）緑地
■緑の骨格を成す山岳、森林

　諏訪湖の西側の湊西山、北側に位置する長地、

高ボッチ山地は市街地を囲む緑であり、塩尻峠か

ら小野峠までの東山山地、川岸山地は天竜川の谷

あいを囲み岡谷市の景観を形成する主要な景観要

素です。また、これらの山地にある鳥居平やまび

こ公園、塩嶺王城パークライン、塩嶺御野立公園

は市街地から八ヶ岳、長地よりでは富士山までを

も一望できる視点場（眺望点）として位置づけら

れます。

■市街地を縁取る山麓、里山

　河川が形成する扇状地に市街地が分布します

が、そこからの斜面には身近な緑があり里山とし

て整備され、山麓の景観を形成しています。史跡、

古墳も多く分布し、古道の鎌倉街道、中山道の峠

道からの市街地、諏訪湖の視点場（眺望点）とし

て位置づけられます。

■市街地に残る原風景の田園、農地

　可住地の少ない岡谷市では住宅地の中に点在す

る形で田畑が残っています。長地の山麓沿い、駒

沢、新倉、鮎沢の天竜川沿いには樹林と共に緑の

豊かさを残す田園風景がありますが、共にその姿

は徐々に失われつつあります。また、樋沢地区に

は農村風景があります。

■潤いと安らぎを提供する公園、並木

　都市計画公園として整備された鳥居平やまびこ

公園、岡谷湖畔公園の他、各所に公園や緑地が整

備され市民が身近に自然とふれあう場として、潤

いや安らぎを提供しています。都市計画道路の整

備により沿道に設けられた緑地帯は年月を経て市

街地の緑としての役割が大きくなっています。

鉢伏山

梨久保遺跡

夏明の田園風景

鳥居平やまびこ公園のラベンダー畑

■地域に密着した社寺林、景観樹

　山麓から市街地を眺望したとき、市内に点在す

る森が見られます。これは神社や寺院の、鎮守の

森、お寺の森と呼ばれる木立です。樹齢数百年を

経た巨樹は天然記念物に指定されたものも多く、

地域でもその保護に力を入れています。拠り所と

なる地域のシンボル的な存在です。

イ）水辺
■象徴的な景観 ”諏訪湖 ”

　諏訪市との境から湊小学校付近にかけては、湖

周道路が整備され、湊小学校から横河川の水辺は

岡谷湖畔公園として整備されました。横河川から

下諏訪町境までは未整備地区ですが岡谷湖畔公園

として都市計画決定されています。

　湊側は湖周道路の岡谷茅野線の整備により、住

宅地との連続的な環境は分断されてしまいました

が、湖周の散歩、ジョギング、親子連れの姿が多

く見られます。

　釜口水門付近は、昭和 30 年代当時、諏訪湖流

域の治水のシンボルとして旧釜口水門が位置し、

水門が新しくなった現在でも同様の存在感を漂わ

せ、諏訪湖の新たなシンボルともいえる湖上大噴

水が設置され、小口太郎像や彫刻が立ち並び、湖

周部には樹形の良い並木が散在し、良好な景観を

形成しています。

　横河川河口部周辺はコハクチョウの飛来地（日

本の南限）があり、これに対応した遠浅護岸・人

口なぎさが整備され、堤防沿いのシダレヤナギや

桜と調和し、ササバモが回復しており良好な景観

を作り出しています。

　諏訪湖周は諏訪市、下諏訪町との連携が必要で

あり、水辺の整備、周辺の高さ制限、屋外広告物

の規制など一体的な景観形成が課題です。

出早雄小萩神社

諏訪湖畔から八ヶ岳を望む

釜口水門

湖畔公園の人口なぎさ
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■憩いの場として親しまれる河川

　岡谷の先住民は農業の他に漁業を営んだことか

ら天竜川沿いに集落ができました。また、農耕用

水を確保するために十四瀬川を築造したり、武井

五兵衛汐、小口汐などの水路も築造しました。ま

た、シルク岡谷の時代には天竜川に水車を設置し

動力とするなど、岡谷市のまちの成り立ちに欠か

せない存在です。

　横河川の土手の桜並木は観光ルートとしても活

用され始めています。ラブリバー事業として親水

施設が設けられています。

　諏訪湖唯一の流出河川である天竜川は河川改修

のために護岸がコンクリートブロック等で整備さ

れています。このため親水性は失われていますが、

駒沢付近では緑豊かな護岸も見られます。

　下水道整備が進み、一時は生活排水で汚れてい

た河川の水は水質が良くなり、アマゴなどの魚の

姿が見られます。

※ラブリバー事業：地域に密着し住民の生活に恵

みを与えてくれる川として整備する事業

②歴史、文化の景観
　岡谷市は縄文時代の遺跡が数多く発見され長い歴史をもつ地域です。山麓に残る史跡

は自然景観と融合し豊かな景観資源として残っています。

　産業面ではシルク岡谷から東洋のスイスとしての精密業へと見事な変貌を見せていま

すが、昭和初期から一気に景色も変わり、シルク時代の建物は数少なくなっています。

これらを保存、活用するために近代化産業遺産の認定を受けています。

　歴史、文化的な資源は当時のまちの暮らしぶりや面影を伝え、身近なまちの歴史を肌

に感じて偲ぶことができるなど、岡谷市固有の景観をつくりだす貴重な財産です。

横河川の桜並木

横河川のラブリバー事業

駒沢の天竜川護岸

ア）史跡
■視点場となる古墳、遺跡、城址

　古墳は長地や湊の山麓、川岸の天竜川沿いなど

に分布しています。また、山麓にある梨久保遺跡、

花岡城址は公園的に整備され、古墳とともに諏訪

湖を見下ろせる視点場（眺望点）となっており、

周辺の自然と共に残されたこれらの古墳、遺跡、

城址はそれぞれ当時の文化、社会の姿を伝えてい

ます。

イ）歴史的な街並み
■歴史的風景が残る旧街道沿いの街並み

　市内には中山道、旧中山道、鎌倉街道などの旧

街道があります。中山道沿いの宿場として栄えた

地域の一部には昔ながらの景観を残している地域

もあり、諸大名や明治天皇の休息所となった今井

家は国の登録有形文化財として保存されていま

す。

　鎌倉街道は長地方面を通る東街道と湊方面を通

る西街道があり、眺望景色が良く緑豊かな道です。

ウ）歴史的建造物
■地域の拠り所となる神社、寺院

　市内には鎌倉時代にから鎮座する長地東堀の正

八幡宮、西堀八幡宮をはじめ各所に多くの神社、

寺院があり、その建物や敷地内の緑豊かな樹木は

地域の精神的な拠り所であり、シンボルとなって

いますが建物の経年劣化や樹木の高齢により維持

など保存には難しい面があります。

■シルク岡谷の象徴となる近代化産業遺産

　明治末期から大正、昭和にかけ、「シルク岡谷」

の名を全世界にとどろかせていた岡谷市には日本

の近代化に貢献した製糸関係の建造物や機械、資

花岡城址

中山道

今井家

西堀八幡宮
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料が残されており、平成１９年に経済産業省の「近

代化産業遺産」の認定を受けました。旧製糸事務

所や旧丸山タンク、重要文化財の旧林家住宅など

の史跡の産業遺産認定は、国家の近代化を支えた

産業に関連したこれらの遺産を活用した地域の活

性化がねらいです。

　また、「日本製糸業近代化遺産～日本の近代化

をリードし，世界に羽ばたいた糸都岡谷の製糸

資産～」 として世界遺産への登録提案を行ってお

り、文化財の適切な保存・活用の視点を踏まえつ

つ、まちづくりや地域づくりに総合的に活かして

いくための取組が課題とされています。

　シルクから精密への産業転換を経る中で、シル

ク時代の建造物の多くは姿を消してしまいました

が、残された建物は大切な景観資源となっていま

す。

③市街地の景観
　鎌倉時代に発生した集落は、水害からの避難、

中山道の移り変わりなどに伴い移動し現在の区の

配置にほとんどの村が収まっています。農耕産業
からシルク産業に移り変わった時に、農家が一気に蚕糸業を始めたために入り組んだ街

並みのまま市街地が形成されていきました。

　精密業に移り変わった際にも、当時の蚕糸工場が転用されたため道路整備が遅れてい

ましたが、現在では都市計画事業により街路樹を有した幹線道路が整備されています。

農耕地区であった長地は、世帯分離によるドーナツ化現象により宅地化され、山の手の

区画整理事業、国道２０号バイパス事業などにより整備に伴い農業地は減少の一途です。

　また、最近では狭い地域に各業務施設が集中する利便性から高層マンション建設が続

き、中心市街地の景観は大きく変わりつつあります。

ア）旧市街地
■シルク時代に形成された商業地

　商店が発達したのは明治以降で特にシルクの時代から大きく増加しました。丸山橋通

り、本通り（下諏訪辰野線）、中央通りと商店街が形成されましたが、大正から昭和に

かけて製糸工場がピークを迎えたときには中央通りの店舗数が最も多く、本通りから移

旧林家住宅

旧丸山タンク

転する店舗もありました。

　その後、自動車社会に移る中で既存商店街は衰

退し、中心市街地の再活性化を図る岡谷駅前、中

央町地区の再開発、童画館通りの街路整備などの

事業が行われました。駅からの中央通りの約半分

は地元出身の童画家武井武雄の童画をモチーフと

した景観形成住民協定が結ばれて生まれ変わりま

したが、時代の変遷の中で二つの再開発ビルの

キーテナントが撤退し、中央通りの北半分に点在

する昔の面影を残した店舗は活用されていないも

のが多い状況です。

■江戸時代から続く住宅地、集落地

　旧市内の各所には、シルク時代の面影を残す住

宅が残っており、メイン通りから脇にそれた地域

には古い建物、蔵、生け垣がある集落があります。

　湊地区は旧道沿いに昔の面影を残した住宅が

残っており、諏訪湖岸であった証となる石積みと

ともに潤いある住宅地を形成しています。

　川岸地区は古道沿いに建ち並ぶ家並みが現在も

落ち着いた景色をつくり、残された田園風景と調

和した街並みとなっています。

　長地地区は農村の原風景が見られる地域が残っ

ていますが、宅地化や建て替えが進み、その風景

は徐々に失われつつあります。

　集落地の道路は幅員も狭く、曲がりくねった道

童画館通り

中央通り

駅前再開発ビル

旧市内に残るレンガ造りの蔵湊地区の板塀、石積みのある街並み
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ですが、人が歩きながら景色の変化を楽しめる空

間となっています。

イ）新市街地
■新興住宅地、インターチェンジ、バイパス周辺

　郊外の農業地区は宅地化され新興住宅地となっ

ていますが、小規模開発が多いことからスプロー

ル化が進んでいます。

　区画整理で開発された地域は道路が整備され緑

に配慮した街並みが形成されつつあります。

　新しい住宅地はそれぞれの住宅が個性的なデザ

インで建築されているため、建物としての統一感

はありませんが、ガーデニングなどにより潤いあ

る地域が形成される傾向にあります。

　岡谷インターチェンジ、国道２０号バイパス周

辺は現在のところ大規模な施設の建設はなく、良

好な景観が保全されています。諏訪湖を見渡せる

地域だけに今後の開発が懸念されます。

④施設の景観
　鉄道や高速道路、幹線道路網などの交通基盤施

設の整備は、市街地の発展に寄与していますが、

一方で市街地の景観に大きな影響を与えていま

す。河川などの水系と共に岡谷市の景観の骨格に

大きく係わるため、連続性のある線的な景観要素

といえます。また、中心市街地及びその周辺に分

布する公共・文化施設は、拠点性のある点的な景

観要素です。

ア）交通基盤施設
■街の顔、交流拠点となる鉄道、駅

　明治 38 年の鉄道（現在の JR 中央東線）の開

通とともに岡谷駅が開業しました。岡谷市を東西

に走る JR 中央東線は、中心市街地を南北に分断

していましたが、鉄道の高架により交流はスムー

新しい街並みとなった駅南区画整理地区

田園風景、火の見やぐらが残る川岸新倉区

宅地開発が進む中点在する
長地地区の田畑

眺望景観が保全されているバイパス付近

ズになりました。市街地を走る鉄道は街中の景観

の象徴でもあります。電車からの視線も高いため

鉄道から見る風景（諏訪湖、山麓、市街地）も岡

谷市の景観を印象づけているものです。

■街並み形成の骨格となる道路

　岡谷市の幹線道路は岡谷インターチェンジの開

設とともに大幅に変わりました。丸山橋線から岡

谷茅野線は市街地から湊湖岸へと続きます。岡谷

駅南土地区画整理事業において改良された丸山橋

の立体交差と田中線、塚間川沿いを走る中道町線、

同じく南北を走る東堀線の整備など幅員が広く歩

道、街路樹がある道路が整備されています。

　県道下諏訪辰野線の整備も進んでいますが、道

路の幅員が広くなり、車両交通が改善されること

で、両側の地域の交流が分断されています。

　これらの道路整備の進展は沿道の景観に大きな

変化をもたらしています。

■ランドマークであり、眺望点としての橋

　横河川の土手の桜は観光名所となり多くの人々

が訪れており、橋は桜並木を楽しめる場所です。

天竜川にかかる橋からの景色は川の大きさを感じ

取れます。　

　河川にかかる橋は、水辺、道路などから歩行者・

運転手の目に留まりやすく、土木構造物として本

市の景観形成に大きな影響を与えています。

　また、長野道の高架橋は市街地にかかる高さ

６０ｍの橋で、交通の分岐であるジャンクション

とともに岡谷市のシンボリックな景観施設です。

景観の象徴でもある JR 中央東線高架

住民により花壇が整備される丸山橋線

歩道、街路樹の整備が進む下諏訪辰野線

アーチトラスが特徴の釜口橋
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イ）拠点施設
■公共、文化施設

　市庁舎、カノラホールを中心に形成される行政

文化ゾーン、水辺体育地区としてしてされた市民

総合体育館周辺、公園が整備された図書館など地

域の象徴となる公共・文化施設や学校建築は、敷

地面積が広く建物の大きいため、周辺のまち並み

景観を先導する役割を担っています。また、市民

を含め不特定多数の人の目にふれる機会が多いた

め周辺整備の配慮が必要です。

⑤生活景・産業景がつくる景観
　人々の活動や生活景、農業などの生産活動に代表される産業景

まちなかの賑わいやコミュニケーション活動、季節の風物詩や伝統行事は、身近な「生

活景」として、また、農林漁業や伝統産業も「産業景」として、まちに彩を添え、魅力

的な景観をつくっています。

ア）人々の活動や生活景
■風物詩、伝統行事、市民の自主的な活動

　７年に一度の御柱祭をはじめ、地域の寺社では

伝統的な祭りや行事が行われています。岡谷太鼓

祭り、だるま祭り、きつね祭り、とうろう流し・

花火大会など季節ごとの行事があり、そこに多く

の人々の賑わいのある風景が見られます。また、

市街地では賑わいを創出するために各種の新しい

イベントが開催されています。

イ）工業、農業などの生産活動に代表

される産業景
■工業から生まれる産業景

　岡谷市はシルク岡谷から一変し精密工業都市と

なり、シルク時代の大きな工場用地がそのまま精

密工場へ転換したため、市内には大規模な工場も

見られます。また、下請け業としての部品工場も

昭和 44 年から続く岡谷太鼓まつり

庁舎と一体的に整備されたカノラホール

古いだるまを焼いて供養するだるま祭り

多く、工業都市として形成されました。大規模な

工場は周囲への配慮の中で緑地による緩衝帯を設

置しているものもあります。

　現在は、土地価格の問題などから工場の転出が

目立ち、いくつかの大規模な敷地は商業施設とし

て利用されています。駐車場への出入り口確保な

どのために、景観への配慮が難しい場所となって

います。また、空き地も増加傾向にあり、連続し

た街並みの維持が課題となっています。

■農業、漁業、林業から生まれる産業景

　宅地化が進む中で岡谷市の農地は減少の方向に

ありますが、市街地では部分的に農地が残り昔な

がらの農作業風景を見ることもできます。長地の

山麓、川岸地区の河川沿いなどにはまとまった農

地があり、古い家並みとともに原風景が残ってい

ます。

　漁業は後継者が少なく、諏訪湖に多く見られた

網イケスもほとんどなくなりました。舟付け場も

諏訪湖の護岸改良に伴い、木杭からコンクリート

に整備され昔の面影はなくなっています。投網漁

の風景を見られる機会は少なくなりましたが、ワ

カサギ釣りは趣味としてのブームもあり秋から冬

にかけては多くの釣り人が湖周や釣り船で見られ

ます。

　林業は盛んではありませんが、平成 18 年の豪

雨災害を契機に植林管理等の重要性が見直しさ

れ、市民の手により針葉樹から広葉樹への植林も

行われています。このような里山の管理は、山の

自然景観に大きな関わりを持ってきます。

緑地帯が広い市内の工場

諏訪湖での漁業風景は減りつつある

諏訪湖の花火ととうろう流し


